
■資料１
文法・言葉・漢字の指導に関する移行資料 �  2

■資料２
情報の扱い方の指導に関する留意点 �  9

■資料３
古典指導に関する留意点 �  9

■資料４
漢字配当に関する移行資料 �  10

■補充教材
係り結び �  13

思考のレッスン 1　意見と根拠 �  14

令和７年度版　中学校『国語』

移行資料

03三省堂→ 07光村

　本資料は、一般社団法人教科書協会が定めた「教科書発行者行動規範」に則って作成したものです。内容解説資料



32

 資料１ 文法・言葉・漢字の指導に関する移行資料

１．�本資料は、令和 7年度から新たに光村図書『国語』が使用される学校において、文法・言葉・漢字
の指導が円滑に移行できるよう作成したものです。

２．本資料で取り上げた主な内容は、次の通りです。
　　①�これまでの教科書と光村図書『国語』の、文法・言葉・漢字の内容と系統。
　　②�第 2 学年から、あるいは第 3学年から、それぞれ新たに光村図書『国語』をお使いになる場合に、

文法・言葉・漢字の指導において留意すべき点。
３．本資料の作成にあたっては、次のことを旨としています。
　　①�これまでの教科書の記述が、同学年の光村図書『国語』よりも詳細で、かつ用語の相違がなけれ

ば取り上げない。逆に、光村図書『国語』の文法・言葉・漢字の指導において、これまでの教科
書の記述以上のものを扱っている場合には取り上げる。

　　②�主として、教科書本文（光村図書『国語』では［文法への扉］［文法］、［言葉］、［漢字］）の記述
のみを対象する。指導書（解説書）などの記述については触れない。

　　③�教科書記述の背景にある文法上の学説、よりどころとなる文法上の立場についての解説はしない。
また、編集方針の相違などについても触れない。

　資料作成のねらい

　文法・言葉・漢字指導の移行にあたって

令和7年度版　光村図書 令和3年度版　三省堂

１
年

１ 言葉の単位
①文法とは
②言葉の単位
　・��文章・談話、段落、 文、文節、単語
　＊複合語

２ 文の組み立て
①文節どうしの関係
　・�主・述の関係―主語、述語、体言、用言
　・�修飾・被修飾の関係―修飾語（連用修飾語、連
体修飾語）

　・接続の関係―接続語
　・独立の関係―独立語
②連文節
　・並立の関係
　・補助の関係
③文の成分
　・�主語、述語、修飾語、接続語、独立語
　・�主部、述部、修飾部、接続部、独立部
④文の組み立て

３ 単語の分類
①単語の分類
　・自立語・付属語
　・活用の有無
②品詞
　・�動詞、形容詞、形容動詞、名詞、副詞、連体詞、
接続詞、感動詞、助動詞、助詞

　・品詞分類表
③体言と用言
　・体言、用言

１ 言葉の単位
　・文章・談話、段落、文、文節、単語
　＊形式段落、意味段落

２ 文節の関係・連文節・文の成分
　・主語、述語―主述の関係
　・修飾語―修飾・被修飾の関係
　＊連体修飾語、連用修飾語
　・接続語
　・独立語
　・連文節―主部、述部、修飾部、接続部、独立部
　・並立の関係
　・補助の関係
　・文の成分

３ 単語の類別・品詞
　・自立語、付属語
　・活用のある単語、活用のない単語
　・体言と用言
　・�品詞―名詞、副詞、連体詞、接続詞、感動詞、
動詞、形容詞、形容動詞、助詞、助動詞

　・品詞の転成　・品詞分類表

４ 名詞
　・�名詞―普通名詞、固有名詞、数詞、形式名詞、
代名詞

　＊人称代名詞、指示代名詞
　＊助数詞

５ 副詞・連体詞・接続詞・感動詞
　・�副詞―状態の副詞、程度の副詞、陳述（叙述）
の副詞（呼応）

　・連体詞
　・�接続詞―順接、逆接、並立・累加、説明・補足、
対比・選択、転換

　・感動詞―応答、挨拶、呼びかけ、感嘆

資料1-❶　令和 7年度版光村図書・令和 3年度版三省堂
文法・言葉・漢字の内容と系統

　移行に際して留意が必要な事項を、 で示しました。「資料 1- ❷ 光村［文法］［言葉］［漢字］
を指導する際の留意点」をご参照ください。教科書の本文以外（脚注など）で解説された事項には、＊を�
付しました。

 文法

令和７年度版光村図書『国語』
■文法
１．�［文法への扉］［文法］は、文法的事項の基礎・基本を理解させることをねらいとしています。主とし

て、1年に文論的事項、2年に語論的事項、3年に文法的事項の生かし方・まとめを配列しています。
２．�教材構成は、文法に関する親しみやすい課題を設定した［文法への扉］を学習の入り口とし、巻末

の［文法］で理解と確認ができるように配列しています。
３．�2 年［文法］の冒頭に［一年生の復習］（P240 ～ 241）、3年［文法］の冒頭に［一、二年生の復習］
（P228 ～ 229）を示しています。光村図書『国語』での学習事項の確認に活用していただけます。

■言葉
１．［言葉］は、言葉に関する知識事項等の基礎・基本を理解させることをねらいとしています。
２．�令和 3 年度版三省堂『現代の国語』の［言葉］教材で扱われている事項が、光村図書『国語』では
［語彙を豊かに］で扱われていることがあります。

■漢字
１．［漢字］は、漢字に関する知識事項等の基礎・基本を理解させることをねらいとしています。
２．�令和 3 年度版三省堂『現代の国語』の［漢字］教材で扱われている事項が、光村図書『国語』では

巻頭［主体的な学びのために］で扱われていることがあります。
令和３年度版三省堂『現代の国語』
■文法・言葉・漢字
１．�令和 3年度版三省堂『現代の国語』の［文法］［言葉］［漢字］教材が取り上げている文法・言葉・

漢字に関する知識事項を中心に抽出しました。
２．�『現代の国語』の［文法］［言葉］［漢字］の内容・配列を概観することで、それ以外の教科書が使

われている地域から異動されてきた先生も、移行指導を円滑に行えるよう配慮しました。
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令和7年度版　光村図書 令和3年度版　三省堂

２
年

１ 自立語
①活用する自立語
　・�動詞―他動詞、自動詞、補助動詞
　・形容詞―補助形容詞
　・形容動詞
②活用しない自立語
　・�名詞―普通名詞、代名詞、固有名詞、数詞、形
式名詞

　・�副詞―状態の副詞、程度の副詞、呼応の副詞
　・連体詞
　・�接続詞―順接、逆接、並列・累加、対比・選択、
説明・補足、転換

　・感動詞―応答、呼びかけ、感動、挨拶

２ 用言の活用 
①活用
　・語幹、活用語尾
　・�活用形―未然形、連用形、終止形、連体形、仮
定形、命令形

②用言の活用
　・�動詞の活用―五段活用、上一段活用、下一段活
用、カ行変格活用、サ行変格活用

　＊�音便（動詞）―イ音便、促音便、撥音便
　＊可能動詞の活用
　・�形容詞・形容動詞の活用
　＊音便（形容詞）―ウ音便

３ 付属語
①付属語
②付属語の種類
　・助動詞
　・�助詞―格助詞、副助詞、接続助詞、終助詞

１ 用言の活用
　・活用、語幹、活用語尾、活用表
　・�活用形―未然形、連用形、終止形、連体形、
仮定形、命令形

　・用言―動詞、形容詞、形容動詞
　・�動詞の活用―五段活用、上一段活用、下一段
活用、カ行変格活用（カ変）、サ行変格活用（サ
変）

　＊音便（動詞）―イ音便、撥音便、促音便
　・形容詞・形容動詞の活用
　＊音便（形容詞）―ウ音便
　・補助動詞・補助形容詞―補助用言
　・可能動詞
　・自動詞、他動詞

２ 助詞・助動詞のはたらき
　・助詞―格助詞、接続助詞、副助詞、終助詞
　・助動詞

３ 文の成分の順序と照応
　・文の成分の順序
　・文の成分の照応

４ 文の種類
　・単文、複文、重文

３
年

１ 文法を生かす
①文法を生かして伝え合う
　・�文法の知識を生かした推敲のしかた（文節・連
文節の対応、意味のまとまり、呼応の副詞）

②文法を生かして読み味わう
　・�助詞などに着目した文学作品の読み味わい方

２ 文法のまとめ
　・�中学校で学習した文法の練習問題

１ 表現につながる文法
　・助詞や助動詞に相当する語句
　・�視点と表現―自動詞と他動詞、受け身と使役、
やりもらい、「〜ていく」と「〜てくる」

２ 三年間の文法の総まとめ

令和7年度版　光村図書 令和3年度版　三省堂

１
年

１ 音声の仕組みや働き
　・�母音、子音
　・�音の高さ・強さ―アクセント、イントネーショ

ン、強調

２� 指示する語句と接続する語句
　・�指示する語句（こそあど言葉）
　・�接続する語句―順接、逆接、並列・累加、対比・
選択、説明・補足、転換

３ さまざまな表現技法
　・�比喩（たとえ）―直喩、隠喩、擬人法
　・�反復　・倒置　・体言止め　・省略　・対句

４ 方言と共通語
　・方言　・共通語
　＊消滅危機言語

１ 音声のしくみとはたらき
　・日本語の音節
　・�五十音図のしくみ―母音・子音、行、段、濁音、
半濁音、拗音、撥音、促音、長音

２ 話し言葉と書き言葉
　・話し言葉の特徴　・書き言葉の特徴
　・�イントネーション、プロミネンス

３ 接続する語句・指示する語句
　・�接続する語句―順接、逆接、並立・累加、説明・
補足、対比・選択、転換

　・指示する語句―こそあど言葉

４ 比喩・倒置・反復・対句・体言止め
　・比喩―直喩（明喩）、隠喩（暗喩）、擬人法
　・倒置、反復、対句、体言止め

５ 方言と共通語
　・地域による言葉の違い
　・方言とアクセント　・方言と共通語の使い分け

２
年

１ �類義語・対義語・多義語
　・類義語　・対義語　・多義語

２ 敬語
　・敬語の働き
　・�敬語の種類―丁寧語、尊敬語、謙譲語（丁重語）、
（美化語）

　・敬語の組み合わせ

３ 話し言葉と書き言葉
　・話し言葉　・書き言葉

１ 敬語の意味と種類
　・�敬語の種類―丁寧語、尊敬語、謙譲語、美化語

２ 言葉のはたらきとコミュニケーション
　・�直接的な言い方　・�相手に配慮した言い方

３ 上位語・下位語
　・�上位語、下位語

４ 類義語・対義語、多義語
　・類義語　・対義語　・多義語

３
年

１ 相手や場に応じた言葉遣い
　・相手や場に応じた言葉遣い
　・相手や場に応じた表現の選び方

２ 和語・漢語・外来語
　・和語（大和言葉）　・漢語　・外来語
　・混種語

３ 慣用句・ことわざ・故事成語
　・慣用句　・ことわざ・故事成語

１ 辞書の語釈

２ 和語・漢語・外来語
　・和語、漢語、外来語の区別　・混種語
　・語種の使い分け

３ 慣用句・ことわざ・故事成語
　・慣用句　・ことわざ・故事成語
　・ことわざ・故事成語の表現効果

４ 言葉の現在・過去・未来

５ 相手や場に配慮した言葉遣い

 言葉
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令和7年度版　光村図書 令和3年度版　三省堂

１
年

１ 漢字の組み立てと部首
　・�漢字の組み立て―へん、つくり、かんむり、あし、

たれ、にょう、かまえ
　・漢字の部首

２ 漢字の音訓
　・「音」について
　・「訓」について
　・複数の読み方をする熟語

３ 漢字の成り立ち
　・象形、指事、会意、形声
　・国字
　＊六書―象形、指事、会意、形声、転注、仮借

１ 活字と手書き文字・画数・筆順
　・活字―明朝体、ゴシック体、教科書体
　・画数
　・筆順

２ 部首と成り立ち
　・�漢字の部首―へん、つくり、かんむり、あし、たれ、
にょう、かまえ

　・�漢字の成り立ち―象形、指事、会意、形声
　・六書―象形、指事、会意、形声、転注、仮借
　・国字

３ 漢字の音と訓
　・音読み・訓読み
　・同音異字・同訓異字

２
年

１ �熟語の構成
　・二字熟語の主な構成
　・三字熟語の主な構成
　・四字以上の熟語の主な構成

２ 同じ訓・同じ音をもつ漢字
　・同じ訓をもつ漢字―同訓異字
　・同じ音をもつ漢字―同音異義語

３ 送り仮名
　・活用のある語
　・名詞
　・�副詞・連体詞・接続詞
　＊原則とは異なる送り仮名

１ 熟語の構成・熟字訓
　・二字熟語の構成
　・熟字訓

２ 熟語の読み
　・重箱読み、湯桶読み
　・同音異義語

３
年

１ 熟語の読み方
　・音と音、訓と訓
　・重箱読み、湯桶読み
　・特別な読み方―熟字訓

２� 漢字の造語力
　・翻訳語
　・新しい語

３ 漢字のまとめ
　・3年間で学習したこと

１ 四字熟語
　・四字熟語
　・四字熟語の構成

 漢字 資料1-❷
光村［文法］［言葉］［漢字］を指導する際の留意点

 （1）1年（三省堂：以下S）→2年（光村図書：以下Ｍ）
■文法
Ｍ１年［文法１　言葉の単位］の内容について
⃝�ＭもＳも、まとまった内容を表すひとくぎりを「段落」とし、段落の初めは改行して一字下げる、と
いう点では共通しています。Ｓでは、この改行・一字下げによって示される段落を「形式段落」とし、
複数の形式段落を意味や内容などからまとめたものを「意味段落」としています。Ｍでは、Ｓの「形
式段落」に相当するものを「段落」とし、「意味段落」に相当するものを「まとまり」「大きなまとま
り」としています。「形式段落」「意味段落」という用語は使っていません。
⃝�Ｍでは、単語の解説の中で、「複合語」に触れていますが、Ｓでは触れていません。
Ｍ１年［文法２　文の組み立て］の内容について
⃝�Ｍでは、「独立語」についても、「独立の関係」を立てて解説していますが、Ｓでは「独立の関係」は
立てていません。

以上の学習内容については、Ｍ1年のP242～ 250をご参照ください。また、2年［文法への扉1］
（P31）の学習時に、［一年生の復習］（P240～ 241）を合わせてご指導いただき、その中で触れてい
ただくなどのご配慮をお願いいたします。

■言葉
Ｍ１年［言葉１　音声の仕組みや働き］の内容について
⃝ �S では、文中のある部分を強調して発音することを「プロミネンス」としています。Mでは、これ
を含む「強調」のしかたを取り上げていますが、「プロミネンス」という用語は使っていません。

Ｍ１年［言葉２　指示する語句と接続する語句］の内容について
⃝ �S では、「こそあど言葉」について、「近称」「中称」「遠称」「不定称」などの用語を使って説明してい�
ます。Ｍでは、これらの用語は使っていません。

⃝�Ｍでは、「接続する語句」の働きの一つとして「並列・累加」を取り上げています。Sでは、これと
同じ働きを、「並立・累加」としています。2年［文法 1　自立語］の「接続詞」についても同様です。

以上の学習内容については、Ｍ1年のP58～ 60をご参照いただき、適宜ご指導ください。

Ｍ１年［言葉３　さまざまな表現技法］の内容について
⃝�Ｍでは、表現技法について、「比喩（たとえ）」「反復」「倒置」「体言止め」「省略」「対句」を取り上
げています。Ｓもほぼ同じですが、「省略」には触れていません。

この学習内容については、Ｍ1年のP68〜 70をご参照いただき、適宜ご指導ください。
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■意見と根拠
Ｍ１年［思考のレッスン１　意見と根拠］の内容について
⃝�Ｓでは、「主張」「事実」「理由づけ」を区別して考える方法を「三角ロジック」として解説しています。�
Ｍでは、「三角ロジック」という用語には触れていません。
⃝�Ｓでは、「主張」を支える「根拠」は、「事実」と「理由づけ」の二つの部分に分けられるとしたうえで、�
「主張」と「事実」の間をつなぐ考えを「理由づけ」としています。Ｍでは、Sの「主張」に相当す
るものを「意見」とし、「意見」と「根拠（事実）」がどのように結び付くかの説明を「理由づけ」と
しています。Sでは「理由づけ」が「根拠」に含まれるのに対し、Mでは「理由づけ」を「根拠」と
は別に位置づけている点で、用語の使い方に違いがあります。

令和7年度版教科書を2年または3年から使用される場合、本資料P14〜 15の補充教材、また
はＭ1年P138〜 139をご利用のうえ、適宜ご指導ください。2年［意見を聞き、整理して検討する］
（P29〜 30）や 2年［思考のレッスン1］（P130〜 131）、3年［意見を聞き、適切さを判断する］（P29
〜 30）などとの関連指導が可能です。

 （2）1・2年（S）→3年（Ｍ）

■文法
Ｍ２年［文法１　自立語］の内容について
⃝�Ｓでは、1年で名詞を学習し、解説の中で「助数詞」に触れています。また、代名詞を「人称代名詞」
と「指示代名詞」に分けて説明しています。Ｍでは、これらの用語は取り上げていません。
⃝�「副詞」は、Ｓでは 1年で学習し、Ｍでは 2年で学習します。Ｍでは、副詞の種類として、「状態の副詞」
「程度の副詞」「呼応の副詞」を取り上げています。Ｓもほぼ同じですが、Mの「呼応の副詞」は「陳
述（叙述）の副詞」とし、「副詞の呼応」について解説しています。
Ｍ２年［文法３　付属語］の内容について
⃝�Ｍでは、助動詞「た」の働きの一つとして「想起」を挙げていますが、Ｓでは、これを「確認」とし
ています。内容はおおむね同じです。
⃝�Ｍでは、助動詞「ようだ・ようです」の働きの一つとして「比喩」を挙げていますが、Ｓでは、これ
を「たとえ」としています。内容はおおむね同じです。
⃝ �Mでは、助動詞「そうだ・そうです」の働きの一つとして「推定」を取り上げていますが、Sでは、
取り上げていません。

以上の学習内容については、Ｍ2年のP251～ 256をご参照ください。また、3年［文法への扉1］
（P31）の学習時に、［一、二年生の復習］（P228～ 229）を合わせてご指導いただき、その中で触れ
ていただくなどのご配慮をお願いいたします。

■言葉
Ｍ２年［言葉２　敬語］の内容について
⃝�Ｍでは、2年で「謙譲語」の一種として「丁重語」を取り上げています。Sでは、触れていません。

この学習内容については、Ｍ2年のP113～ 115をご参照いただき、適宜ご指導ください。3年［説
得力のある構成を考えよう　スピーチで心を動かす］（P32～ 35）などとの関連指導が可能です。

■漢字
Ｍ２年［漢字１　熟語の構成］の内容について
⃝�Ｍでは、2年で「二字熟語」「三字熟語」「四字以上の熟語」の構成について学習します。Sでは、2年�
で「二字熟語」、3年で「四字熟語」の構成について学習します。

この学習内容については、Ｍ2年のP58～ 59をご参照いただき、適宜ご指導ください。

Ｍ２年［漢字３　送り仮名］の内容について
⃝�Ｍでは、送り仮名の法則について触れていますが、Sでは触れていません。なお、「送り仮名」は、「学
習指導要領解説」の中では、学習事項として示されていません。

この学習内容については、M2年のP230～ 231をご参照いただき、適宜ご指導ください。

 資料2 情報の扱い方の指導に関する留意点

 1年（S）→2年（Ｍ）　　1・2年（S）→3年（Ｍ）

「情報の扱い方に関する事項」の指導においては、次の点にご留意ください。

 資料３ 古典指導に関する留意点

 （2）1・2年（S）→3年（Ｍ）

 （1）1年（S）→2年（Ｍ）

古典指導においては、次の点にご留意ください。

　Sの 2・3 年で扱う事項を、Mの 1年で扱うことはありません。2年生から光村図書『国語』を使用
する場合、古典指導に関する留意点は特にございません。

　「係り結び」については、Mでは 2年で学習しますが、Sでは用語、内容ともに学習しません。

この学習内容については、本資料P13の補充教材、またはＭ2年P156をご利用のうえ、適宜ご
指導ください。3年［君待つと］（P150〜 155）との関連指導が可能です。
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 資料４ 漢字配当に関する移行資料

　令和 7年度版光村図書『国語』（以下Ｍ）の「新出漢字」は、これまでお使いになっていた教科書（以
下 S）での配当学年とは異なる場合があります。
　本資料は、漢字指導の円滑な移行を図るために、Mと Sの配当学年が異なる漢字を示しています。
ご活用の際には、以下の点について、ご配慮をお願いいたします。

１．�次表（表 1・表 2）は、提出学年の移動により、「新出漢字」として学習する機会がなくなる漢字を
示したものです。次表に掲げる漢字は、次の 3種です。
① Sで 2年、Ｍで 1年に提出のもの。
② Sで 3年、Ｍで 1年に提出のもの。
③ Sで 3年、Mで 2年に提出のもの。
Ｍを第 2学年から使い始める場合は、表 1の①②の漢字について、また、Mを第 3学年から使い
始める場合は、表 2の②③の漢字について、適宜ご指導ください。（例えば、表 1の「椅」は、S
では 2年で「新出漢字」として提出していた漢字ですが、Ｍでは 1年に提出しています。）

２．�上記１.とは逆に、Sで既習の漢字がＭでは「新出漢字」として提出されている場合があります。
その場合は重複して学習することになります。ご指導の際はご留意ください。

 資料作成のねらいと解説

≫「漢字の確認」（練習問題）はこちら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‌�
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/kyokasho/common/07c-ikousochi

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

椅 2 1

緯 3 1

影 2 1

閲 2 1

旺 3 1

苛 2 1

靴 2 1

稼 3 1

戒 2 1

皆 2 1

崖 2 1

蓋 3 1

核 2 1

隔 2 1

嚇 2 1

顎 3 1

括 3 1

喝 3 1

刈 2 1

缶 3 1

陥 3 1

貫 3 1

棺 2 1

還 3 1

企 3 1

奇 2 1

輝 2 1

戯 3 1

吉 2 1

喫 3 1

及 2 1

丘 3 1

況 2 1

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

恭 2 1

響 2 1

琴 3 1

偶 3 1

繰 2 1

恵 2 1

渓 3 1

詣 2 1

傑 2 1

鍵 3 1

幻 2 1

弦 2 1

巧 3 1

絞 2 1

酵 3 1

婚 2 1

魂 3 1

挫 2 1

采 3 1

削 2 1

索 2 1

酢 2 1

搾 3 1

錯 2 1

擦 2 1

斬 2 1

施 2 1

遮 3 1

狩 2 1

塾 3 1

召 3 1

粧 2 1

拭 3 1

 表１　1年（三省堂）→2年（光村図書）

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

殖 2 1

芯 3 1

辛 2 1

唇 3 1

審 2 1

震 2 1

衰 2 1

据 2 1

脊 2 1

戚 2 1

栓 3 1

䇳 2 1

訴 3 1

礎 2 1

双 2 1

挿 3 1

喪 2 1

騒 3 1

贈 2 1

袋 2 1

沢 2 1

壇 2 1

駐 2 1

挑 2 1

彫 2 1

聴 3 1

珍 2 1

椎 2 1

墜 3 1

呈 2 1

諦 3 1

徹 3 1

妬 2 1

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

凍 2 1

陶 2 1

塔 2 1

踏 2 1

胴 2 1

捻 2 1

悩 2 1

輩 2 1

陪 2 1

媒 3 1

伯 2 1

泊 3 1

縛 3 1

爆 2 1

箸 3 1

鉢 3 1

罰 3 1

帆 3 1

範 2 1

披 2 1

被 2 1

尾 2 1

苗 2 1

浜 2 1

腐 3 1

伏 2 1

払 2 1

沸 2 1

噴 2 1

柄 2 1

癖 3 1

蔑 3 1

砲 3 1

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

坊 3 1

紡 2 1

頰 3 1

摩 2 1

磨 2 1

魔 2 1

埋 2 1

抹 2 1

妙 2 1

娘 2 1

厄 3 1

闇 3 1

諭 3 1

誘 3 1

与 2 1

揚 3 1

窯 3 1

抑 2 1

翼 3 1

雷 2 1

慮 3 1

瞭 3 1

累 2 1

霊 2 1

麗 2 1

露 2 1

廊 2 1

籠 3 1

腕 2 1
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漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

嵐 3 2

緯 3 1

逸 3 2

浦 3 2

旺 3 1

憶 3 2

佳 3 2

稼 3 1

餓 3 2

怪 3 2

潰 3 2

諧 3 2

涯 3 2

蓋 3 1

骸 3 2

郭 3 2

顎 3 1

括 3 1

喝 3 1

缶 3 1

陥 3 1

勘 3 2

貫 3 1

堪 3 2

敢 3 2

憾 3 2

還 3 1

企 3 1

戯 3 1

喫 3 1

丘 3 1

嗅 3 2

狂 3 2

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

狭 3 2

暁 3 2

琴 3 1

僅 3 2

謹 3 2

吟 3 2

惧 3 2

偶 3 1

窟 3 2

刑 3 2

渓 3 1

鯨 3 2

隙 3 2

圏 3 2

鍵 3 1

股 3 2

孤 3 2

弧 3 2

雇 3 2

娯 3 2

巧 3 1

郊 3 2

酵 3 1

剛 3 2

魂 3 1

唆 3 2

采 3 1

搾 3 1

諮 3 2

芝 3 2

遮 3 1

呪 3 2

舟 3 2

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

汁 3 2

塾 3 1

准 3 2

召 3 1

肖 3 2

彰 3 2

憧 3 2

礁 3 2

冗 3 2

浄 3 2

譲 3 2

醸 3 2

拭 3 1

芯 3 1

唇 3 1

慎 3 2

薪 3 2

迅 3 2

須 3 2

炊 3 2

髄 3 2

凄 3 2

拙 3 2

栓 3 1

煎 3 2

羨 3 2

膳 3 2

狙 3 2

阻 3 2

粗 3 2

訴 3 1

挿 3 1

爽 3 2

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

痩 3 2

遭 3 2

騒 3 1

耐 3 2

卓 3 2

鋳 3 2

聴 3 1

懲 3 2

墜 3 1

漬 3 2

廷 3 2

邸 3 2

堤 3 2

諦 3 1

徹 3 1

撤 3 2

洞 3 2

篤 3 2

丼 3 2

鍋 3 2

軟 3 2

把 3 2

罵 3 2

媒 3 1

泊 3 1

縛 3 1

箸 3 1

鉢 3 1

罰 3 1

帆 3 1

泌 3 2

赴 3 2

腐 3 1

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

墳 3 2

餅 3 2

癖 3 1

蔑 3 1

芳 3 2

奉 3 2

峰 3 2

砲 3 1

崩 3 2

褒 3 2

坊 3 1

妨 3 2

傍 3 2

謀 3 2

頰 3 1

奔 3 2

翻 3 2

凡 3 2

又 3 2

岬 3 2

霧 3 2

麺 3 2

厄 3 1

闇 3 1

諭 3 1

湧 3 2

雄 3 2

誘 3 1

憂 3 2

揚 3 1

窯 3 1

翼 3 1

羅 3 2

漢字
初出学年
令３
三

令７
 光

粒 3 2

慮 3 1

猟 3 2

陵 3 2

瞭 3 1

零 3 2

暦 3 2

裂 3 2

廉 3 2

呂 3 2

籠 3 1

 表 2　1・2年（三省堂）→３年（光村図書）
　
係
り
結
び
は
、
作
者
や
登
場
人
物
の
感
動
や
疑

問
な
ど
の
気
持
ち
を
強
調
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ

る
。
次
に
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、「
ぞ
」
や
「
こ
そ
」

（
係
り
の
助
詞
と
い
う
）
が
付
い
た
語
句
が
強
調

さ
れ
、
文
末
（
結
び
の
部
分
）
が
、

線
部
の

よ
う
に
変
化
す
る
。
係
り
の
助
詞
に
は
、
他
に

「
な
む
」「
や
」「
か
」
な
ど
が
あ
る
。

例 

「
尊
い
」こ
と
を「
こ
そ
」で
強
調

例 

仁
和
寺
の
法
師
の
言
葉
を「
ぞ
」で
強
調

尊
く
こ・

そ・

お
は
し
け
れ
。�

（
155
ペ
ー
ジ
4
行
目
）

尊
く
お
は
し
け
り
。�

（「
こ
そ
」
が
入
ら
な
い
形
）

「
山
ま
で
は
見
ず
。」
と
ぞ・

言
ひ
け
る
。

�

（
155
ペ
ー
ジ
6
行
目
）

「
山
ま
で
は
見
ず
。」
と
言
ひ
け
り
。

�

（「
ぞ
」
が
入
ら
な
い
形
）

係
り
結
び

 補充教材 係り結び
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比
較・分
類

情
報
整
理
の
レ
ッ
ス
ン

52
ページ

原
因
と
結
果

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
2

186
ページ

問
題
１
▼
次
の
文
章
に
は
、
適
切
な

根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。
な
ぜ
そ

う
考
え
た
か
も
合
わ
せ
て
答
え
よ
う
。

① �

伝
統
文
化
は
大
切
に
す
べ
き
だ
。

な
ぜ
な
ら
、
と
て
も
大
事
な
も
の

だ
か
ら
だ
。

② �

文
化
祭
の
学
級
展
示
に
つ
い
て
、

ク
ラ
ス
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た

と
こ
ろ
、
三
十
五
名
中
、
三
十
名

が
、「
動
画
を
作
っ
て
発
表
し
た

い
」
と
答
え
た
。
こ
の
ク
ラ
ス
の

展
示
は
動
画
に
す
る
べ
き
だ
。

③ �

敬
語
を
使
う
必
要
は
な
い
。
尊
敬

の
気
持
ち
は
、
敬
語
を
使
わ
な
く

て
も
、
自
然
に
相
手
に
伝
わ
る
と

思
う
か
ら
だ
。

問
題
２
▼
次
に
示
し
た
意
見
と
根

拠
を
結
び
付
け
る
理
由
づ
け
を
考
え

よ
う
。

① �［
意
見
］
私
は
、
ご
み
袋
に
名
前

を
書
く
こ
と
に
賛
成
だ
。

　 �［
根
拠
］
こ
の
制
度
を
取
り
入
れ

た
Ｎ
市
で
は
、
ご
み
が
前
の
年

よ
り
八
パ
ー
セ
ン
ト
減
っ
た
。

② �［
意
見
］
私
た
ち
は
、
も
っ
と
基

礎
体
力
を
強
化
す
べ
き
だ
。

　 �［
根
拠
］
先
週
の
試
合
で
は
、
後

半
、
疲
労
で
プ
レ
ー
が
乱
れ
、

相
手
チ
ー
ム
に
逆
転
さ
れ
た
。

■
意
見
と
根
拠
の
結
び
付
き

■
根
拠
と
は

　
根
拠
を
示
す
と
き
は
、
そ
の
根
拠
が
意
見
と
ど
の

よ
う
に
結
び
付
く
の
か
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
を
理
由
づ
け
と
い
う
。
無
理
の
な
い
理
由
づ
け

は
、
意
見
の
説
得
力
を
高
め
る
。

　
意
見
の
正
し
さ
や
有
効
性
を
証
明
す
る
も
の
を
、

根
拠
と
い
う
。
意
見
を
述
べ
る
と
き
に
は
、
根
拠
を

明
確
に
示
す
必
要
が
あ
る
。

　
根
拠
は
、
意
見
の
信
頼
性
を
高
め
る
た
め
に
あ
る
。

だ
か
ら
、
人
に
よ
っ
て
異
な
る
考
え
で
は
な
く
、
誰

が
見
て
も
変
わ
ら
な
い
事
実
を
示
す
こ
と
が
大
切
だ
。

　
意
見
を
聞
い
た
り
、
伝
え
た
り
す
る 

と
き
に
は
、
次
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

根
拠
が
示
さ
れ
て
い
る
か
。

�

正
確
で
客
観
的
な
事
実
を
根
拠
に
し
て
い
る
か
。

�

理
由
づ
け
に
無
理
は
な
い
か
。

チェックポイント 情報　「
根
拠
」
と
い
う
の
は
、「
証
拠
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

意
見
と
根
拠

思
考
の
レ
ッ
ス
ン
1

138

頼
ラ
イ

た
の
む

た
の
も
し
い

た
よ
る

138

偵
テ
イ

139

礎
ソ（い

し
ず
え
）

新
出
漢
字

理
由
づ
け

　�

　
　
　
　
仕
事
で
家
を
空
け
る
こ
と
が

多
い
探
偵
は
、
毎
日
散
歩
を
さ
せ
る
の

が
難
し
い
か
ら
。

　探偵は、猫より
犬を飼うべきだ。

　探偵は、犬より
猫を飼うべきだ。

猫は、散歩をさせなくてもよい。

正確で客観的な事実根 拠

　体力のいる探偵は、
毎日犬と散歩して体
をきたえたほうがよ
いから。

　仕事で家を空ける
ことが多い探偵は、
毎日散歩をさせるの
が難しいから。

「理由づけ」によっては、同じ「根拠」から、 

異なる「意見」が導かれることもある。

③「
事
実
」
を
根
拠
に
す
る
と
…
…

意 見 意 見

理由づけ 理由づけ

　
こ
れ
だ
け
で
は
、
聞
く
価
値
の

あ
る
意
見
か
判
断
で
き
な
い
。

　「
犬
の
ほ
う
が
、
か
わ
い
い
」
と

思
っ
て
い
る
人
は
説
得
で
き
な
い
。

　
確
か
に
そ
う
だ
。
で
も
、
な
ぜ

そ
れ
が
、
猫
を
飼
う
理
由
に
？

　
そ
の
と
お
り
。
意
見
の
正
し
さ
を

裏
づ
け
る
「
証
拠
」
が
「
根
拠
」
だ
。

　
だ
か
ら
、
根
拠
の
な
い
意
見
や
、

根
拠
が
不
確
か
な
意
見
は
、
信
用
し

な
い
ほ
う
が
い
い
。

①
根
拠
が
な
い
と
…
…

 

探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

意
見

②「
考
え
」
を
根
拠
に
す
る
と
…
…

 

探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

意
見

 

猫
の
ほ
う
が
、
か
わ
い
い
。

根
拠

 
探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

意
見

 

猫
は
、
散
歩
を
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
。

根
拠

根
拠

 

猫
は
、
散
歩
を
さ
せ
な
く
て
も
よ
い
。

意
見

 

探
偵
は
、
犬
よ
り
猫
を
飼
う
べ
き
だ
。

　
あ
な
た
の
意
見
に
納な
っ

得と
く

し
た
。

猫
を
飼
う
こ
と
を
検
討
し
よ
う
。

漢
字
の

練
習
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